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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
バ
カ
と
頭
脳
と
ち
っ
こ
い
の

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
６
８
７
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
カ
ラ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
文
月
学
園
に
転
校
し
て
き
た
、
佑
野
春
真
・
佐
藤
夏
樹
・
天
田
遊
星
。

彼
ら
が
試
召
戦
争
に
革
命
を
起
こ
す
！
？
「
め
ん
ど
く
せ
ー
の
は
嫌
い
だ
」

「
だ
れ
が
ち
っ
こ
い
の
だ
ー
ー
っ
！
」
「
ま
っ
た
く
騒
が
し
い
わ
ね
…
」

波
乱
と
友
情
の
バ
カ
テ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
！
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
（
前
書
き
）

初
め
ま
し
て
カ
ラ
ン
で
す
。

駄
文
で
す
が
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定

佑
野
　
春
真

う
の

は
る
ま

暦
月
下
高
校
か
ら
の
転
校
生
。

明
久
、
姫
路
の
幼
馴
染
で
あ
り
、
親
友
。

基
本
め
ん
ど
く
さ
が
り
だ
が
、
仲
間
の
ピ
ン
チ
は
見
過
ご
せ
な
い
人
情
に
熱
い

男
。

黒
髪
の
ク
セ
っ
毛
で
、
や
や
長
め
。

（
勉
強
以
外
は
）
頭
が
切
れ
、
戦
略
勝
負
な
ら
ほ
ぼ
無
敵
。

二
つ
名
「
戦
略
王
『
右
皇
』
」
「
雑
学
王
」

得
意
教
科
は
社
会
系
。
（
雑
学
が
生
か
せ
る
）
苦
手
教
科
は
数
学
。
（
計
算
苦

手
）
他
は
５
０
点
前
後
。

召
喚
獣
：
紺
（
黒
に
近
い
色
）
の
着
物
に
下
駄
、
帯
の
左
側
に
日
本
刀
。

佐
藤
　
夏
樹

さ
と
う

な
つ
き

春
真
と
同
じ
、
暦
月
下
高
校
か
ら
転
校
。

秀
吉
、
優
子
と
幼
馴
染
。
秀
吉
を
男
と
見
て
い
て
、
恋
心
を
抱
い
て
い
る
。
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金
髪
の
セ
ミ
ロ
ン
グ
。
（
小
山
さ
ん
ぐ
ら
い
）

５
ヵ
国
語
（
日
、
英
、
独
、
中
、
伊
）
を
話
せ
る
。
胸
は
無
き
に
あ
ら
ず
。
（

Ｂ
カ
ッ
プ
ぐ
ら
い
？
）

二
つ
名
「
知
識
王
『
左
皇
』
」
「
黄
金
の
風
」

得
意
教
科
は
英
語
。
苦
手
教
科
は
保
健
体
育
。
他
は
３
０
０
前
後
。

召
喚
獣
：
白
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
ス
ー
ツ
に
ス
テ
ッ
キ
。

天
田
　
遊
星

あ
ま
た

ゆ
う
せ
い

春
真
、
夏
樹
た
ち
と
同
じ
、
暦
月
下
高
校
か
ら
転
校
。

明
久
、
姫
路
、
春
真
と
幼
馴
染
。

茶
髪
で
シ
ョ
ー
ト
。
（
イ
メ
ー
ジ
は
秀
吉
）
童
顔
。

背
が
小
さ
い
（
１
５
０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
武
術
の
達
人
。
本
人
は
背
が
小

さ
い
の
を
わ
り
と
気
に
し
て
い
る
。

二
つ
名
「
リ
ト
ル
オ
ー
ガ
」
「
二
重
」

得
意
教
科
は
理
科
系
、
苦
手
教
科
は
英
語
。
他
は
５
０
点
前
後
。

召
喚
獣
：
柔
道
着
（
黒
帯
）
に
、
両
手
足
に
バ
ン
テ
ー
ジ
。
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※
こ
の
作
品
の
試
召
戦
争
で
は
、
現
国
・
古
典
・
数
学
・
世
界
史
・
日
本
史
・

地
理
・
科
学
・
物
理
・
英
語
・
保
体
の
１
０
教
科
で
す
。
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オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定
（
後
書
き
）

言
い
忘
れ
ま
し
た
。
更
新
ス
ピ
ー
ド
も
結
構
遅
い
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
お
年
寄
り
に
は
敬
意
を
払
え
（
前
書
き
）

初
め
の
話
な
の
で
長
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
お
年
寄
り
に
は
敬
意
を
払
え

俺
は
今
、
世
に
も
奇
妙
な
（
い
や
貴
重
で
も
あ
る
が
）
体
験
を
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
…
…
…
…
…

「
と
い
う
わ
け
だ
。
わ
か
っ
た
か
い
ガ
キ
ど
も
」

「
な
ぜ
な
ら
俺
は
今
、
老
婆
の
妖
怪
が
学
園
長
を
や
っ
て
い
る
学
園
に
い
る
の

だ
か
ら
」

「
「
い
き
な
り
失
礼
だ
ね
（
で
し
ょ
）
！
！
」
」

「
は
っ
は
っ
は
っ
は
。
半
分
冗
談
で
す
よ
」

「
半
分
て
ど
こ
な
の
！
？
」

「
ん
ー
、
老
婆
の
と
こ
？
」

「
妖
怪
は
否
定
し
な
い
の
か
い
！
？
」

「
そ
も
そ
も
老
婆
も
あ
ん
ま
否
定
し
な
い
け
ど
な
」

「
つ
く
づ
く
腹
の
立
つ
ガ
キ
だ
ね
…
…
！
」
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状
況
を
説
明
し
よ
う
。

俺
は
佑
野
春
真
。
（
う
の
　
は
る
ま
）

前
の
学
校
で
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
文
月
学
園
に
転
校
し
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る
普
通
の
い
た
ず
ら
っ
子
だ
。

「
問
題
児
の
間
違
い
で
し
ょ
？
」

今
、
隣
で
つ
っ
こ
み
を
入
れ
た
女
子
が
佐
藤
夏
樹

さ
と
う
　
な
つ
き

き
れ
い
な
金
髪
で
、
整
っ
た
顔
立
ち
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
か
ら
結
構
、
い
や

か
な
り
モ
テ
る
。

「
て
言
う
か
、
問
題
児
で
も
ま
だ
優
し
い
表
現
だ
よ
ね
～
」

こ
い
つ
は
天
田
遊
星
。
（
あ
ま
た
　
ゆ
う
せ
い
）

小
柄
（
婉
曲
表
現
）
な
体
格
。
少
し
高
め
の
声
に
子
供
っ
ぽ
い
し
ゃ
べ
り
方
。

童
顔
も
相
ま
っ
て
、
小
５
に
し
か
見
え
ん
。

「
本
題
に
戻
す
よ
。
あ
ん
た
ら
３
人
は
Ｆ
ク
ラ
ス
に
行
っ
て
も
ら
う
」

「
待
っ
て
く
れ
、
妖
怪
。
「
誰
が
妖
怪
だ
い
！
」
な
ん
で
俺
た
ち
が
Ｆ
ク
ラ
ス

な
ん
だ
？
」

俺
や
遊
星
は
と
も
か
く
、
夏
樹
が
Ｆ
ク
ラ
ス
は
お
か
し
い
。
よ
っ
ぽ
ど
の
理
由

が
―
―
―
―
―

「
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
の
ほ
う
が
面
白
い
だ
ろ
う
？
」

「
ふ
っ
ざ
け
ん
な
ー
ー
！
真
剣
に
考
え
た
俺
が
バ
カ
み
て
ー
じ
ゃ
ね
ー
か
ー
！

！
」

「
実
際
に
バ
カ
じ
ゃ
な
い
か
い
？
」

「
な
ん
だ
と
！
そ
ん
な
こ
と
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
あ
る
…
…
！
」

「
あ
る
じ
ゃ
ん
」
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「
ま
あ
、
代
わ
り
と
言
っ
ち
ゃ
な
ん
だ
が
、
腕
輪
を
く
れ
て
や
る
よ
」

「
「
「
腕
輪
？
」
」
」

「
こ
れ
さ
」

そ
う
言
っ
て
妖
怪
が
と
り
だ
し
た
の
は
―
―
―
―
―
―
黒
・
銀
・
金
の
腕
輪
？

「
何
だ
、
そ
れ
？
」

「
か
っ
こ
い
い
…
…
！
」

「
綺
麗
…
…
」

訝
し
げ
な
俺
と
は
対
極
に
、
感
嘆
の
声
を
上
げ
る
二
人
。

「
こ
れ
は
見
て
の
通
り
腕
輪
さ
。
試
召
戦
争
で
役
に
立
つ
よ
。
」

「
じ
ゃ
、
俺
は
黒
で
」

「
ぼ
く
は
金
が
い
い
な
～
」

「
そ
れ
じ
ゃ
私
は
銀
ね
」

「
効
果
は
そ
れ
ぞ
れ
に
渡
し
た
紙
に
書
い
て
あ
る
か
ら
ね
。
話
は
以
上
だ
よ
。

さ
っ
さ
と
行
き
な
」

「
「
失
礼
し
ま
し
た
」
」

「
じ
ゃ
あ
な
妖
怪
」

「
最
後
ま
で
失
礼
な
ガ
キ
だ
ね
！
」

Ｆ
ク
ラ
ス
か
…
…
…
あ
い
つ
が
い
る
か
も
な
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
お
年
寄
り
に
は
敬
意
を
払
え
（
後
書
き
）

誤
字
・
脱
字
・
修
正
し
て
欲
し
い
所
・
感
想
等
お
待
ち
し
て
ま
す
。
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第
１
話
：
い
き
な
り
の
罵
倒
っ
て
、
普
通
の
倍
へ
こ
む
よ
ね
…
（
前
書
き
）

た
ぶ
ん
ず
っ
と
こ
の
長
さ
で
行
く
と
思
い
ま
す
。
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第
１
話
：
い
き
な
り
の
罵
倒
っ
て
、
普
通
の
倍
へ
こ
む
よ
ね
…

第
一
問
：
化
学

以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

『
調
理
の
た
め
に
火
に
か
け
る
鍋
を
制
作
す
る
際
、
重
量
が
軽
い
の
で
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
材
料
に
選
ん
だ
の
だ
が
、
調
理
を
始
め
る
と
問
題
が
発
生
し
た
。
こ

の
時
の
問
題
点
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
代
わ
り
に
用
い
る
べ
き
金
属
合
金
の
例
を

一
つ
上
げ
な
さ
い
』

姫
路
瑞
希
・
天
田
遊
星
の
答
え

『
問
題
点
…
…
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
炎
に
か
け
る
と
激
し
く
酸
素
と
反
応
す
る
た

め
危
険
で
あ
る
と
い
う
点
。

合
金
の
例
…
…
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
』

教
師
の
コ
メ
ン
ト

正
解
で
す
。
合
金
な
の
で
『
鉄
』
で
は
駄
目
と
い
う
ひ
っ
か
け
問
題
な
の
で
す

が
、
君
た
ち
は
引
っ
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

土
屋
康
太
の
答
え

『
問
題
点
…
…
ガ
ス
代
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
』

教
師
の
コ
メ
ン
ト

そ
こ
は
問
題
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

吉
井
明
久
の
答
え

『
合
金
の
例
…
…
未
来
合
金
（
↑
す
ご
く
強
い
）
』

佑
野
春
真
の
答
え
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『
合
金
の
例
…
…
オ
リ
ハ
ル
コ
ン
（
↑
す
ご
く
強
い
）
』

教
師
の
コ
メ
ン
ト

す
ご
く
強
い
と
言
わ
れ
て
も
。

「
う
わ
～
、
す
っ
ご
～
」

「
何
だ
こ
の
馬
鹿
で
か
い
教
室
は
…
…
？
」

今
俺
た
ち
は
［
２
－
Ａ
］
と
書
か
れ
た
教
室
の
前
に
い
る
。

「
う
わ
っ
！
す
ご
い
絨
毯
だ
な
。
し
か
も
高
そ
う
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
！
」

「
見
て
み
て
！
あ
の
お
菓
子
お
い
し
そ
う
！
」

「
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ
よ
…
…
恥
ず
か
し
い
…
」

「
い
や
だ
っ
て
、
ス
ゲ
ー
じ
ゃ
ん
？
」

「
だ
か
ら
っ
て
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
…
」

す
ご
い
も
の
を
純
粋
に
す
ご
い
と
い
っ
て
何
が
悪
い
！

「
と
も
か
く
、
早
く
行
く
わ
よ
」

「
は
～
い
」

「
わ
か
っ
た
よ
」

「
ま
あ
、
Ａ
で
こ
ん
だ
け
す
ご
い
っ
て
こ
と
は
、
Ｆ
も
ふ
つ
う
だ
よ
ね
～
」

「
ま
、
つ
っ
て
も
、
普
通
の
机
と
い
す
だ
ろ
」
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～
～
数
分
後
～
～

「
「
「
こ
こ
は
廃
屋
な
の
（
か
）
！
？
」
」
」

こ
り
ゃ
あ
酷
い
…
…
。

ま
ず
何
が
酷
い
っ
て
、
醸
し
出
す
雰
囲
気
が
酷
い
。
っ
て
か
、
か
び
臭
い
。

そ
れ
に
、
２
－
Ａ
と
違
っ
て
［
２
－
Ｆ
］
の
プ
レ
ー
ト
が
今
に
も
終
え
そ
う
な

木
の
板
だ
。

決
定
的
な
の
は
廊
下
側
の
窓
。
な
ん
で
障
子
な
ん
だ
よ
！
？

「
ど
う
し
よ
う
。
転
校
し
て
き
た
ば
っ
か
で
何
だ
け
ど
、
も
う
転
校
し
て
?
」

「
「
同
意
」
」

か
と
い
っ
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
。
前
に
進
め
！
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
行
け
！

ガ
ラ
ッ
「
失
礼
し
ま
「
早
く
座
れ
こ
の
蛆
虫
野
郎
っ
！
」
な
ん
で
！
？
」

俺
、
何
か
し
た
っ
け
！
？

「
ハ
ル
を
蛆
虫
呼
ば
わ
り
し
た
ね
？
」

遊
星
か
ら
黒
い
オ
ー
ラ
が
見
え
る
…
…
…

「
待
て
待
て
待
て
！
人
違
い
だ
っ
た
！
」

「
ホ
ン
ト
に
～
？
」

「
本
当
だ
！
」

「
じ
ゃ
、
許
す
」

胸
を
な
で
下
ろ
す
赤
髪
。
よ
く
見
る
と
、
で
け
ぇ
な
。
１
８
０
く
ら
い
か
？
そ
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れ
に
無
駄
の
な
い
筋
肉
。
ボ
ク
サ
ー
み
て
ぇ
な
奴
だ
な
。

俺
が
相
手
を
観
察
し
て
い
る
と
、

ガ
ラ
ッ
「
す
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
遅
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
っ
☆
」

「
早
く
座
れ
こ
の
蛆
虫
野
郎
っ
！
」

「
台
無
し
だ
っ
！
」

赤
髪
の
言
う
人
違
い
が
来
た
。

「
お
い
テ
メ
ふ
ざ
け
ん
な
！
お
前
の
せ
い
で
、
転
校
初
日
に
不
登
校
に
な
る
と

こ
―
―
―
―
―
―
あ
れ
？
」

こ
い
つ
は
―
―
―
―
―
！

「
え
え
っ
！
？
よ
く
分
か
ん
な
い
け
ど
ゴ
メ
「
明
久
！
」
へ
？
」

愛
す
べ
き
バ
カ
―
―
―
―
―
―
―
俺
の
親
友
が
そ
こ
に
い
た
。
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第
１
話
：
い
き
な
り
の
罵
倒
っ
て
、
普
通
の
倍
へ
こ
む
よ
ね
…
（
後
書
き
）

「
読
み
づ
ら
い
」
と
い
う
方
は
感
想
に
ど
う
ぞ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
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